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― やさしく かしこく つよく ― 

柿小だより 
 

令和４年９月 柿崎小学校発行 

 

とびだせ さわやか あいさつ隊！ あいさつ 1000 人大運動！！ 
 

「第１０回柿崎総ぐるみあいさつ 1000 人大運動」が、９月１２日（月）から１５日（木）

に行われました。柿崎小学校の子どもたちは、『とびだせ さわやか あいさつ隊』として、

各地域子ども会で決めたそれぞれの場所で、あいさつ運動を行いました。 

 全校児童が青い手袋をつけ、道行く地域の方々やドライバーの皆さんに手を振りながら、

「おはようございます」と元気いっぱいに声を掛けました。柿小キャラクターの『はまど

り』もあいさつ運動を盛り上げました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもたちは、「顔を見て」「笑顔で」「聞こえる声で」「おじぎをして」という４つのポ

イントから一番がんばりたいことを目標にし、日々の反省を生かし、さらによいあいさつ

をしようと心掛ける子どもが多かったです。 

子どもたちは、地域の方々と一緒に取り組むあいさつ運動を通して、あいさつのすばら

しさや人とのつながりの大切さなど、多くのことを学んだと思います。ご協力をいただき、

ありがとうございました。この経験を生かして、これからも柿崎の町に温かい心のこもっ

たあいさつを広めていけるように、学校でも声を掛けていきます。 

 

 

 

はまどり 
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１年生の活動 

 
1 年生の学年目標は、「なかよく げんき 

かしこいなかま」です。1年生にとっては初め

ての小学校生活や学習に、戸惑うことが多くあ

ると思います。そんな中でも、「みんなと仲良

く、いろいろなことにチャレンジし、友達や動

物、これから出会うたくさんの人たちと絆を深

めたい」と設定しました。入学してからどんな

ことにチャレンジしたか紹介します。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

ヤギさんの入学式 

 
9 月７日に「ヤギさんの入学式」を行いました。たくさんの準備をしてヤギさんの到着

を心待ちにしていた子どもたち。朝から「今日は、ヤギさんが来るんだよね。」と、とても

嬉しそうに話していました。入学式では、２頭のヤギの入場から始まりました。白ヤギさ

んと、黒ヤギさんを見て、子どもたちから歓声があがりました。 

 

とってもかわいいヤギさんです。でも、いじめた

り、乱暴に扱ったりすると自分の身を守るために

頭をさげて攻撃的になるかもしれません。臆病な

動物なので、大声を出したり、急に動いたりせず

に優しくしてください。 

 

1 年生が交代でえさやりや掃除を頑張っていま

す。見に来られた方は、えさをあげないでくださ

い。 

 

 

 

 

みんなと協力して、ひかりランドを作ったよ 

大潟水と森公園で春探し 

朝顔さんの観察日記を書いているよ 



3 年生 みらい学年 

総合的な学習「柿崎 すてき発見！」の活動紹介 
3 年生は、総合的な学習の時間に、子どもたちの思いをもとに、様々な活動を進めてい

ます。 

 1 学期は、社会科の学習ともかかわらせながら、柿崎区の様々な場所や行事から柿崎の

「すてき」を見付けてきました。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 学期も、地域のよさについて考えながら海での活動を主に学習していきます。 

 

【柿崎区町探検】 
 高い所（柿崎区総合事務所の屋上）か

ら町を見たり、柿崎小学校の周辺を歩い

たりしながら、町の特徴を調べました。

公園やお店がたくさんあること、自然が

多いことなど様々な特徴を見付けまし

た。 

【お引き上げ】 
 浄福寺の住職さんにお話を聞き、お引

き上げの由来や親鸞聖人について学びま

した。子どもたちは大好きなお引き上げ

の昔の話を聞いて、今との違いに驚いて

いました。また、お引き上げ当日は、お

祭りを存分に楽しんでいました。 

【柿崎中央海水浴場・直海浜海岸】 
 「柿崎のよいところは？」と聞くと、

ほとんどの子どもが「海」と答えました。

実際に海に行って貝殻を拾ったり、砂の

感触を楽しんだりする中で、ゴミがたく

さんあることに気付いたり、「もっとこん

なことやってみたい！」という気持ちが

生まれたりしました。これから見付けた

「すてき」を伝え残していくために、自

分たちは何ができるのか考えています。 


